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昭

和

四

十

四

年

八

月

四

日

提

出 

質

問

第

一

六

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

在
日
米
軍
及
び
自
衛
隊
に
お
け
る
化
学
・
細
菌
作
戦
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
四
十
四
年
八
月
四
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

松 
田 
竹 

千 

代 

殿 

 

提 

出 

者 
 

楢 

崎 

弥 

之 

助 

 

一 

 



 

沖
繩
に
お
け
る
米
軍
毒
ガ
ス
事
故
に
つ
い
て
、
レ
ア
ー
ド
米
国
防
長
官
は
七
月
二
十
八
日
、
米
政
府
研
修
生
と

し
て
勤
務
し
て
い
る
大
学
生
と
の
「
化
学
・
生
物
兵
器
（
Ｃ
Ｂ
兵
器
）
能
力
の
維
持
」
に
つ
い
て
討
論
し
、
「
米
国
は

他
の
国
か
ら
の
同
種
の
攻
撃
に
対
す
る
抑
止
力
と
し
て
も
、
Ｃ
Ｂ
兵
器
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら

の
ガ
ス
兵
器
そ
の
他
が
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
望
む
な
ら
ば
、
こ
の
抑
止
力
は
重
要
で
あ 

し
か
し
、
わ
が
国
の
国
際
的
説
得
力
は
、
日
本
自
ら
が
、
ま
ず
行
動
の
面
に
お
い
て
厳
然
た
る
態
度
を
示
す
こ

と
に
よ
つ
て
生
れ
る
。 

政
府
は
沖
繩
に
お
け
る
米
軍
毒
ガ
ス
事
故
に
関
連
し
、
今
後
一
切
の
化
学
・
生
物
兵
器
（
Ｃ
Ｂ
Ｗ
）
の
実
験
、

製
造
、
貯
蔵
、
使
用
禁
止
に
対
す
る
積
極
的
意
向
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
現
在
、
開
か
れ
て
い
る
ジ
ユ
ネ
ー
ブ

二
十
箇
国
軍
縮
委
員
会
に
お
い
て
国
際
的
な
協
力
を
宣
言
し
た
。 

 
在
日
米
軍
及
び
自
衛
隊
に
お
け
る
化
学
・
細
菌
作
戦
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

一
方
、
日
米
安
保
条
約
に
よ
つ
て
日
米
共
同
作
戦
の
義
務
を
負
う
日
本
の
自
衛
隊
は
、
米
国
が
Ｃ
Ｂ
兵
器
使
用

の
可
能
性
を
残
す
限
り
、
共
同
作
戦
の
必
要
上
、
当
然
、
Ｃ
Ｂ
作
戦
に
関
す
る
連
動
を
要
求
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る

し
、
自
衛
隊
自
身
も
自
主
防
衛
を
目
指
す
以
上
、
独
自
の
Ｃ
Ｂ
作
戦
展
開
の
装
備
と
訓
練
を
行
な
つ
て
い
る
と
推

定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。 

さ
ら
に
米
国
は
日
本
本
土
に
は
Ｃ
Ｂ
兵
器
は
お
い
て
い
な
い
。
Ｂ
兵
器
に
つ
い
て
は
他
国
に
配
置
し
て
い
な
い

と
い
う
が
、
そ
れ
を
立
証
す
る
も
の
は
何
も
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
反
対
の
可
能
性
の
方
が
強
い
の
で
あ
る
。 

る
。
こ
の
分
野
で
米
国
は
研
究
や
開
発
を
や
め
る
と
い
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
種
の
計
画
を
や
め
る
と
し 

 

た
ら
、
米
国
民
お
よ
び
同
盟
諸
国
に
公
正
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
」
と
答
え
て
、
米
国
は
今
後
も
Ｃ
Ｂ
兵
器
を
保

持
、
開
発
し
て
ゆ
く
決
意
を
明
ら
か
に
し
た
。 

沖
繩
か
ら
の
Ｃ
兵
器
撤
去
言
明
も
、
そ
の
す
べ
て
の
撤
去
な
の
か
、
ま
た
撤
去
の
時
期
、
方
法
は
ど
う
な
る
の

か
、
現
在
の
Ｃ
Ｂ
部
隊
編
成
及
び
そ
の
施
設
は
ど
う
な
る
の
か
、
一
切
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。 

四 

 



 

以
下
、
わ
た
く
し
は
そ
れ
ら
の
事
実
を
裏
付
け
る
と
思
わ
れ
る
数
々
の
事
故
、
及
び
Ｃ
Ｂ
兵
器
の
研
究
、
開 

 

発
、
実
験
、
訓
練
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
政
府
の
所
信
と
見
解
を
た
だ
し
た
い
。 

一 

米
軍
は
日
本
本
土
に
も
Ｃ
Ｂ
兵
器
を
持
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

2 

以
下
の
問
題
に
つ
い
て
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

1 

日
本
に
お
け
る
米
軍
Ｃ
Ｂ
兵
器
関
係
施
設
の
代
表
的
な
も
の
は
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
に
あ
る
米
陸
軍
医

療
本
部
第
四
〇
六
部
隊
医
学
研
究
所
と
埼
玉
県
朝
霞
基
地
に
あ
る
米
陸
軍
技
術
本
部
化
学
課
で
あ
る
。 

Ｃ
Ｂ
兵
器
の
持
込
み
は
安
保
条
約
第
六
条
の
事
前
協
議
の
対
象
に
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
米
軍
が
日
本
本
土
に

そ
れ
ら
を
持
込
ん
で
い
な
い
と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。 

そ
れ
ら
日
本
に
お
け
る
米
軍
の
Ｃ
Ｂ
兵
器
関
係
機
関
、
及
び
施
設
の
全
面
撤
去
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。 

（イ） 

相
模
原
市
宮
下
地
区
に
お
け
る
農
作
物
被
害
事
件 

五 

 



 

（ロ） 

横
浜
港
内
に
お
け
る
清
掃
船
乗
組
員
被
害
事
件 

昭
和
三
十
九
年
八
月
、
同
市
宮
下
地
区
の
農
作
物
が
「
有
毒
ガ
ス
」
に
よ
る
被
害
を
う
け
、
関
係
者
は
米

軍
よ
り
補
償
金
を
も
ら
つ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て 

昭
和
三
十
八
年
九
月
一
日
、
横
浜
港
内
に
お
い
て
作
業
中
の
清
掃
船
「
新
和
丸
」
（
新
和
海
運
所
有
）
の
乗

組
員
六
名
が
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
米
軍
施
設
か
ら
流
れ
出
し
た
と
思
わ
れ
る
「
有
毒
ガ
ス
」
で
卒
倒

し
、
直
ち
に
六
人
は
米
軍
の
手
で
病
院
に
収
容
さ
れ
、
う
ち
四
人
は
一
週
間
入
院
す
る
と
い
う
事
故
が
発 

ｃ 

原
因
は
何
か 

ａ 

被
害
発
生
の
明
確
な
日
時
に
つ
い
て 

ｂ 

被
害
補
償
の
実
態
に
つ
い
て 

米
軍
相
模
原
市
補
給
廠
の
某
所
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
一
ト
ン
・
ボ
ン
ベ
い
り
の
窒
息
性
ガ
ス
（
塩
素

ガ
ス
）
が
ろ
う
え
い
し
た
た
め
と
い
わ
れ
る
が
事
実
関
係
は
ど
う
か
。 

六 

 



 

（ハ） 

日
本
に
お
け
る
米
軍
Ｃ
Ｂ
兵
器
の
廃
棄
処
分
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
か
。 

ａ 

岩
国
基
地
沖
合
の
姫
小
島
に
お
け
る
事
実 

ａ 
「
有
毒
ガ
ス
」
の
種
類
及
び
、
そ
れ
を
保
管
し
て
い
た
米
軍
施
設
は
何
か
。 

生
し
た
は
ず
で
あ
る
。
右
に
つ
き 

ｂ 

被
害
補
償
及
び
事
件
の
事
後
処
理
は
ど
う
な
つ
て
い
る
か
。 

昭
和
四
十
三
年
七
月
十
二
日
、
午
後
四
時
か
ら
約
二
十
分
に
わ
た
り
岩
国
市
内
に
白
い
霧
の
よ
う
な

ガ
ス
体
が
ひ
ろ
が
り
、
の
ど
鼻
な
ど
を
刺
激
し
た
。
目
撃
者
の
話
及
び
県
議
会
の
質
疑
に
よ
れ
ば
、
米

軍
基
地
沖
の
約
四
キ
ロ
の
地
点
に
あ
る
姫
小
島
附
近
か
ら
白
い
煙
が
上
つ
た
と
い
う
。
姫
小
島
附
近
で

は
米
軍
の
爆
弾
処
理
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
事
実
は
毒
ガ
ス
性
の
爆
弾
を
処
理
し
た
疑
い
が
濃
厚
で
あ 

そ
れ
と
も
在
日
米
軍
射
爆
場
は
Ｃ
Ｂ
兵
器
の
実
験
訓
練
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。 

次
の
二
つ
の
事
実
は
米
軍
Ｃ
Ｂ
兵
器
の
廃
棄
処
分
を
意
味
す
る
の
か
。 

七 

 



 

ｂ 
三
沢
基
地
天
ケ
森
米
軍
射
爆
場
に
お
け
る
事
実 

米
軍
は
こ
の
事
件
を
「
水
道
消
毒
用
の
塩
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
も
れ
た
た
め
射
爆
場
で
処
理
し
た
」
と
説

明
し
た
よ
う
だ
が
、
塩
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
爆
破
に
よ
つ
て
処
理
す
る
な
ど
常
識
で
は
考
え
ら
れ
ず
、
そ

れ
に
し
て
は
被
害
範
囲
が
大
き
す
ぎ
る
し
、「
毒
ガ
ス
の
演
習
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
疑

い
が
濃
厚
で
あ
る
。 

昭
和
四
十
年
六
月
二
八
日
午
前
十
一
時
ご
ろ
、
三
沢
市
天
ケ
森
射
爆
場
で
、
米
軍
が
演
習
中
、
異
状

な
爆
発
音
の
の
ち
、
南
東
の
風
に
あ
お
ら
れ
て
幅
四
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
つ
て
煙
と
異
臭
が
ひ
ろ
が
り
、

約
三
キ
ロ
四
方
の
広
さ
に
被
害
を
与
え
た
。
平
沼
部
落
で
は
約
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
野
菜
畑
と
約
二
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
が
被
害
を
う
け
、
豚
や
鶏
が
死
に
、
の
ど
を
痛
め
、
吐
き
気
、
頭
痛
を
訴
え
る
人

も
で
た
と
い
う
。 

る
。 

八 

 



 

二 

自
衛
隊
は
Ｃ
Ｂ
兵
器
の
研
究
開
発
を
行
な
い
、
ま
た
そ
の
実
験
訓
練
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

1 

自
衛
隊
は
、
い
か
な
る
Ｃ
Ｂ
兵
器
を
も
ち
、
い
か
な
る
と
き
に
そ
れ
を
使
用
す
る
の
か
。 

特
に
、
今
度
の
沖
繩
毒
ガ
ス
事
件
の
原
因
と
な
つ
た
Ｇ
Ｂ
ガ
ス
（
神
経
性
ガ
ス
）
を
す
で
に
持
つ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
実
験
用
と
称
し
て
米
軍
よ
り
Ｇ
Ｂ
ガ
ス
を
貸
与
さ
れ
て
い
る
事
実
は
な
い
か
。 

「
野
外
に
お
け
る
化
学
剤
の
作
用
」
教
範
は
Ｃ
兵
器
使
用
を
前
提
と
し
て
い
る
し
、
「
化
学
学
校
記
事
」
で
は
実

際
に
Ｇ
Ｂ
ガ
ス
を
使
つ
た
想
定
演
習
を
行
な
つ
て
い
る
事
実
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

（
註
） 

（ニ） 

か
つ
て
朝
鮮
戦
争
で
、
そ
し
て
現
在
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
米
軍
は
Ｃ
Ｂ
兵
器
を
使
用
し
て
い
る
し
、
ま 

た
沖
繩
に
も
持
込
ま
れ
て
い
る
事
実
か
ら
み
て
、
日
本
の
米
軍
基
地
が
Ｃ
Ｂ
兵
器
運
搬
の
中
継
基
地
と
し

て
使
わ
れ
た
り
、
一
時
貯
蔵
が
行
な
わ
れ
て
い
る
事
実
は
な
い
か
。 

※
「
野
外
に
お
け
る
化
学
剤
の
作
用
」
（
陸
上
自
衛
隊
教
範
一
四
―
三
―
一
）
摘
出 

九 

 



 

※
「
化
学
学
校
記
事
」
第
十
一
号
（
一
九
六
七
年
陸
上
自
衛
隊
）
摘
出 

2 

本
教
範
の
目
的
は
化
学
科
隊
員
に
次
に
関
す
る
知
識
を
授
け
る
に
あ
る 

想 
 

定 

(4) 

使
用
弾
種 

 
 

一
五
五
ミ
リ
Ｇ
Ｂ
弾 
六
〇
発 

(3) 

風
速
・
風
向 

 

約
九
キ
ロ
／
時
、
概
ね
目
標
地
域
〇
・
八
キ
ロ
の
辺
に
直
角 

(2) 

気
温
傾
度 

 
 

中
立 

(1) 

目
標
地
域 

 
 

〇
・
八
キ
ロ
×
〇
・
五
キ
ロ 

(4) 

化
学
剤
の
使
用
、
及
び
野
外
作
用
に
及
ぼ
す
影
響 

(3) 

化
学
剤
運
用
計
画
に
利
用
す
る
た
め
の
気
象
班
の
予
報 

(2) 
局
地
気
象
予
知
と
化
学
剤
を
用
い
る
作
戦
に
お
け
る
そ
の
効
用 

(1) 

化
学
戦
に
関
連
し
た
気
象
の
基
礎
原
理 

一
〇 

 



 

2 

自
衛
隊
は
Ｃ
Ｂ
兵
器
の
研
究
開
発
を
計
画
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

（ロ） 

エ
ロ
ゾ
ル
噴
霧
器
（
化
学
剤
噴
霧
器
） 

（イ） 

無
傷
化
学
剤
研
究
開
発
計
画 

三
次
防
技
術
研
究
開
発
計
画
に
よ
れ
ば 

精
神
ガ
ス
（
Ｇ
Ｂ
な
ど
神
経
性
ガ
ス
、
Ｌ
Ｓ
Ｄ

25
な
ど
幻
覚
ガ
ス
、
あ
る
い
は
Ｂ
Ｚ
な
ど
マ
ヒ
ガ
ス 

か
） 四

二
年
（
部
試
）
、
四
三
年
（
技
試
）
、
四
四
・
四
五
年
（
技
試
、
実
試
） 

問 
 

題 
 

危
険
を
無
視
し
う
る
風
下
危
険
距
離
を
求
め
よ 

Ｔ
用
ガ
ス
（
催
涙
ガ
ス
） 

四
三
年
度 

 

二
〇
万
円 

解 
 

答 
 

六
キ
ロ 

四
四
年
度 

 

二
〇
万
円 

一
一 

 



 

一
二 

（ハ） 

Ｇ
ガ
ス
（
神
経
性
ガ
ス
）
関
係
器
材
の
研
究
開
発
―
器
材
研
究
開
発
に
は
Ｇ
ガ
ス
が
必
要
の
は
ず
。 

Ｇ
用
新
皮
膚
防
護
剤
―
四
三
年
（
委
託
）
、
四
四
年
（
試
作
）
、
四
五
・
四
六
年
（
委
託
） 

Ｇ
剤
予
防
治
療
セ
ツ
ト
―
四
一
年
～
四
三
年
（
委
託
）
、
四
三
・
四
四
年
（
試
作
技
試
） 

精
神
障
害
予
防
治
療
剤
―
四
三
年
（
委
託
）
、
四
四
年
（
試
作
）
、
四
五
・
四
六
年
（
委
託
） 

3 

Ｃ
Ｂ
Ｒ
作
戦
に
関
す
る
防
衛
庁
の
専
門
研
究
員
、
上
級
技
官
の
増
員
、
特
訓
計
画
は
ど
う
な
つ
て
い
る
か
。 

三
次
防
技
術
研
究
開
発
計
画
に
よ
れ
ば
、
四
六
年
度
末
の
専
門
別
研
究
員
八
五
〇
人
の
う
ち
、
Ｃ
Ｂ
Ｒ
作

戦
に
関
係
の
あ
る
物
理
、
化
学
（
薬
学
、
農
芸
化
学
を
含
む
）
数
学
、
医
学
の
専
門
研
究
員
は
二
一
六
人
に
の

ぼ
り
、
上
級
技
官
に
対
す
る
特
訓
は
、
軍
事
学
、
軍
事
技
術
の
必
修
や
、
採
用
後
、
五
～
七
年
の
幹
部
ク
ラ

ス
に
対
す
る
兵
器
別
専
門
分
野
に
つ
い
て
の
特
修
、
さ
ら
に
こ
の
中
か
ら
選
択
し
て
大
学
、
研
究
機
関
へ
の

派
遣
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

4 

自
衛
隊
は
細
菌
（
生
物
）
戦
に
そ
な
え
、
人
体
実
験
を
行
な
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
（
別
紙
）

（一） 

 



 

三 

大
久
野
島
＝
旧
陸
軍
造
兵
廠
火
工
廠
忠
海
兵
器
製
造
所
＝
患
者
の
救
済
は
国
賠
法
の
対
称
に
な
ぜ
な
ら
な
い

の
か
。 

    

一
三 

5 
自
衛
隊
は
公
害
調
査
に
名
を
か
り
、
化
学
・
細
菌
戦
の
実
験
、
演
習
を
行
な
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

（
別
紙
）

（二） 

6 

昭
和
六
年
「
関
作
命
第
三
九
八
号
其
一
」
に
よ
つ
て

（旧）
ハ
ル
ピ
ン
郊
外
の
平
房
に
つ
く
ら
れ
た
第
七
三
一
部 

隊
、
い
わ
ゆ
る
石
井
部
隊
（
部
隊
長
、
石
井
四
郎
）
関
係
者
は
現
在
、
防
衛
庁
、
自
衛
隊
関
係
機
関
に
何
人
就

職
し
て
い
る
か
。 

 



 

           

一
四 

 



 

一 

研
究
論
文
「
集
団
赤
痢
発
生
防
止
の
研
究
」
に
つ
い
て 

別
紙

（一） 
1 

研
究
内
容
概
略 

研 

究 

者 

陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
副
校
長 

 
 

 
 

陸 

将 

補 

園 

口 

忠 

男 

支 
 

援 
 

 

〃 
 

勝
田
施
設
学
校
校
長 

 
 

 

陸 

将 

補 

吉 

武 

論
文
記
載
「
研
究
年
報
」
（
昭
和
四
二
年
度
）
第
一
分
冊 

 

昭
和
四
三
年
九
月
、
陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校 

指 
 

導 

陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
校
長 

 
 

 
 

 

陸 
 

将 

中 

黒 

（（ロ） 

被 

験 

者 

陸
上
自
衛
隊 

勝
田
部
隊
々
員 

約
一
六
〇
〇
名
の
成
人
集
団 

イ） 

目 
 

的 

成
人
集
団
人
体
実
験
に
よ
る
赤
痢
及
び
食
中
毒
予
防
効
果
の
追
跡 

『
自
衛
隊
は
細
菌
戦
に
そ
な
え
集
団
人
体
実
験
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
』 

〃 
 

研
究
部
第
二
研
究
室
長 

 
 

二
等
陸
佐 

時 

岡 

正 

十 

郎 

一
五 

 



 

（ホ） 

試
験
要
領 

（（ニ） 
試
験
材
料 

「
株
式
会
社
ミ
ド
リ
十
字
」
で
開
発
し
た
乳
酸
菌
製
剤
「
ポ
リ
ラ
ク
ト
ン
」 

ハ） 

期 
 

間 

昭
和
四
二
・
六
・
一
～
昭
和
四
二
・
七
・
三
一 

ｃ 

総
員
に
対
す
る
赤
痢
菌
検
便
（
培
養
検
索
は
Ｓ
Ｓ
培
地
）
直
接
採
便
法 

ａ 

部
隊
被
検
者
約
一
六
〇
〇
名
を
ほ
ぼ
二
分
し
、
一
群
に
真
正
カ
プ
セ
ル
（
ポ
リ
ラ
ク
ト
ン
）
を
、
他
群

に
プ
ラ
セ
ボ
を
昭
和
四
二
年
六
月
一
日
よ
り
七
月
三
十
一
日
に
い
た
る
二
箇
月
間
連
続
投
与
、
（
日
曜

日
は
除
く
） 

ｂ 

服
用
方
法
は
、
両
群
と
も
一
日
二
回
、
一
回
一
カ
プ
セ
ル
を
朝
夕
に
服
用
（
隊
員
中
に
は
服
用
を
怠

つ
た
も
の
あ
り
） 

（
プ
ラ
セ
ボ
―
外
見
的
に
同
一
の
剤
型
で
あ
つ
て
、
カ
プ
セ
ル
内
容
に
乳
酸
菌
を
加
え
な

か
つ
た
も
の
） 

一
六 

 



 

（ヘ） 

研
究
成
績 

 

※ 

観
察
所
見
（
以
下
原
文
通
り
） 

薬
剤
服
用
に
お
け
る
副
作
用
と
赤
痢
予
防
効
果
を
見
る
こ
と
を
期
待
し
た
と
こ
ろ
、
偶
然
投
与
コ
ー

ス
の
途
中
で
赤
痢
患
者
若
干
の
発
生
が
あ
り
、
さ
ら
に
投
薬
終
了
直
後
、
集
団
食
中
毒
（
細
菌
性
）
の

発
生
が
あ
つ
て
、
効
果
判
定
の
好
機
会
を
え
た
。
薬
剤
投
与
（
プ
ラ
セ
ボ
投
与
を
含
む
）
の
期
間
と
、
事

件
発
生
の
関
係
は
左
表
の
と
お
り
。 

第
三
回 

服
用
終
了
後 

 

（
一
、
二
〇
五
名
） 

八
月
一
日
、
二
日 

第
二
回 

服
用
後
約
一
箇
月
（
一
、
四
四
六
名
） 

七
月
三
日
、
五
日
、
六
日 

第
一
回 

服
用
開
始
前 

 

（
一
、
四
一
六
名
） 

五
月
二
五
日
、
二
六
日
、
二
九
日 一

七 

 



 

     

一
八 

※ 

細
菌
性
食
中
毒
発
生
（

（註）
参
照
） 

（ト） 

総 
 

括
（
原
文
通
り
） 

（1） 

約
一
、
六
〇
〇
名
の
成
人
集
団
（
陸
上
自
衛
隊
）
を
対
象
と
し
て
そ
の
約
半
数
に
ポ
リ
ラ
ク
ト
ン
、
他 

の
半
数
に
プ
ラ
セ
ボ
を
二
ケ
月
連
続
投
与
し
て
赤
痢
及
び
食
中
毒
予
防
効
果
の
追
跡
を
試
み
た
。 

（
こ

の
種
の
多
数
の
人
に
対
す
る
投
与
試
験
で
は
被
験
者
に
確
実
に
服
用
さ
せ
る
こ
と
に
統
制
上
困
難
が
伴

う
も
の
で
あ
る
。
本
試
験
で
も
最
初
の
三
～
四
週
間
ま
で
は
、
ほ
ゞ
計
画
ど
お
り
服
用
し
た
も
の
が
多 

 



 

（8） 

要
す
る
に
本
剤
は
、
赤
痢
予
防
及
び
赤
痢
保
菌
者
治
療
を
目
標
と
し
て
、
今
後
試
用
検
討
を
続
け
る 

（3） 

ポ
リ
ラ
ク
ト
ン
投
与
ほ
ぼ
四
週
間
後
に
、
た
ま
た
ま
二
八
名
の
者
が
集
団
と
し
て
赤
痢
感
染
の
機
会 

（2） 
服
用
後
一
ケ
月
後
、
二
ケ
月
後
に
総
員
の
検
便
を
行
つ
た
と
こ
ろ
、
ポ
リ
ラ
ク
ト
ン
服
用
者
群
及
び 

に
暴
露
し
、
非
服
用
者
群
の
五
名
中
一
名
の
患
者
と
二
名
の
保
菌
者
の
発
生
を
見
た
が
、
ポ
リ
ラ
ク
ト

ン
服
用
者
群
二
三
名
か
ら
は
患
者
も
保
菌
者
も
出
な
か
つ
た
。
本
剤
の
赤
痢
感
染
、
発
病
予
防
効
果
に

つ
い
て
多
少
の
期
待
を
も
た
ら
す
も
の
と
思
わ
れ
た
。 

価
値
が
あ
る
も
の
と
認
め
た
。 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
省 

略
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

か
つ
た
が
、
二
ケ
月
連
続
服
用
を
続
け
た
者
は
六
三
名
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
） 

非
服
用
者
群
の
い
づ
れ
か
ら
も
赤
痢
菌
は
検
出
さ
れ
な
か
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
総
員
検
便
に

よ
つ
て
は
赤
痢
の
予
防
効
果
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。 

一
九 

 



 

二 

問
題
点
―
質
問
事
項 

1 

乳
酸
菌
製
剤
ポ
リ
ラ
ク
ト
ン
の
人
体
実
験
で
は
な
い
か
。 

（イ） 

論
文
緒
言
に
よ
れ
ば
「
こ
の
製
剤
は
、
あ
る
い
は
赤
痢
な
い
し
食
中
毒
予
防
の
目
的
を
達
す
る
か
も
し 

（註） 

細
菌
性
食
中
毒
発
生 

患
者
の
発
生
は
、
き
わ
め
て
短
時
間
（
五
～
六
時
間
）
で
爆
発
的
に
多
発
し
、
そ
の
後
は
散
発
的
と

な
り
二
四
時
間
で
患
者
の
新
生
発
生
は
な
く
な
つ
た
。 

こ
れ
ら
の
患
者
の
症
状
は
、
下
痢
を
訴
え
た
者
四
九
八
名
、
嘔
吐
を
訴
え
た
も
の
一
〇
七
名
ほ
と

ん
ど
全
員
が
腹
痛
を
訴
え
、
頭
痛
を
訴
え
た
者
、
三
八
九
名
に
及
ん
だ
。 

本
剤
の
試
験
服
用
期
間
の
終
了
し
た
直
後
、
八
月
三
日
午
前
、
た
ま
た
ま
集
団
食
中
毒
が
発
生
し

た
。
即
ち
八
月
二
日
昼
食
（
副
食
イ
カ
の
塩
焼
）
実
喫
食
者
隊
員
一
、
〇
八
九
名
の
う
ち
、
五
七
七
名

が
八
月
三
日
午
前
か
ら
四
日
午
前
に
か
け
て
急
性
の
食
中
毒
病
状
を
訴
え
た
。 

二
〇 

 



 

二
一 

れ
な
い
と
の
希
望
が
も
た
れ
た
。
よ
つ
て
、
こ
の
製
剤
の
集
団
投
与
に
よ
る
効
果
判
定
試
験
を
実
施
し 

た
。
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
効
果
は
不
明
で
希
望
的
観
測
で
人
体
実
験
を
し
て
い
る
こ
と
に
問
題
は
な
い

か
。 

（ロ） 

2
研
究
方
法

（ウ）
「
無
害
性
は
す
で
に
四
〇
〇
名
の
臨
床
試
験
に
よ
つ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、 

こ
の
確
認
も
ま
た
人
体
実
験
に
よ
つ
て
で
は
な
い
か
。 

（ハ） 

ポ
リ
ラ
ク
ト
ン
は
市
販
さ
れ
て
い
る
か
。 

2 

研
究
は
赤
痢
発
生
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
。 

そ
れ
と
も
当
時
、
勝
田
市
に
は
赤
痢
患
者
が
発
生
し
て
い
た
の
で
（
患
者
六
名
、
保
菌
者
十
一
名
）
そ
の
赤

痢
菌
に
曝
露
す
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
二
十
八
名
の
隊
員
は
野
外
生
活
を
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た

半
分
に
ポ
リ
ラ
ク
ト
ン
、
半
分
に
プ
ラ
セ
ボ
を
与
え
た
こ
と
は
、
当
然
、
赤
痢
菌
の
存
在
（
発
生
）
を
前
提
と 

赤
痢
発
生
を
な
ぜ
予
見
さ
れ
る
の
か
、
赤
痢
菌
を
投
与
し
た
の
で
は
な
い
か
。 

 



 

5 

大
牟
田
市
の
集
団
赤
痢
事
件
の
教
訓
―
か
つ
て
昭
和
十
二
年
九
月
、
大
牟
田
市
で
集
団
赤
痢
発
生
事
件
が

お
こ
つ
た
。
（
患
者
総
数
一
万
二
千
三
百
三
十
二
人
、
死
者
七
百
十
二
人
） 

4 

八
月
三
日
突
如
と
し
て
集
団
食
中
毒
が
発
生
し
た
こ
と
に
も
疑
問
が
も
た
れ
る
。 

3 
四
十
二
年
五
月
に
二
名
、
六
月
に
三
名
赤
痢
患
者
と
保
菌
者
が
出
て
い
る
の
に
、
勝
田
市
衛
生
部
（
保
健
所
）

に
届
出
が
し
て
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
（
法
定
伝
染
病
届
出
義
務
） 

し
な
け
れ
ば
意
味
を
な
さ
な
い
で
は
な
い
か
。
（
当
然
赤
痢
発
生
を
予
想
し
て
の
こ
と
で
あ
る
） 

細
菌
戦
で
は
食
中
毒
菌
ポ
リ
ス
チ
ヌ
菌
を
ど
う
使
う
か
が
世
界
的
課
題
と
な
つ
て
い
る
か
ら
だ
。
ポ
リ
ラ

ク
ト
ン
で
食
中
毒
予
防
効
果
の
人
体
実
験
を
し
た
と
す
れ
ば
、
食
中
毒
が
偶
然
お
こ
つ
た
と
い
う
こ
と
に
も

疑
問
が
も
た
れ
る
。 

当
時
、
こ
の
事
件
の
調
査
団
（
内
務
省
、
予
防
局
防
疫
課
、
県
衛
生
課
、
医
学
陣
、
陸
軍
省
医
務
局
の
ほ

か
久
留
米
十
二
師
団
軍
医
部
が
参
加
）
は
約
五
十
日
間
に
わ
た
つ
て
調
査
し
、「
水
道
の
汚
水
以
外
に
は
と
う 

二
二 

 



 

し
か
し
、
(1)
水
道
か
ら
赤
痢
菌
は
検
出
で
き
な
か
つ
た
こ
と
。
(2)
水
道
汚
染
説
の
決
め
手
と
な
つ
た
水
源

井
の
番
人
の
幼
児
、
田
中
広
稔
ち
や
ん
（
昭
和
十
一
年
二
月
生
れ
）
は
赤
痢
で
な
く
、
消
化
不
良
で
あ
つ
た
こ

と
が
診
療
医
師
の
署
名
押
印
し
た
診
断
書
、
カ
ル
テ
に
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
(3)
水
道
水
を
飲
用
し
て
い

る
全
家
庭
か
ら
患
者
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、
三
井
三
池
染
料
工
業
所
（
七
月
二
十
三
日
、
衆
院
外
務
委
員
会

で
、
わ
た
く
し
が
指
摘
し
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
枯
葉
剤
二
四
五
Ｔ
Ｃ
Ｐ
を
製
造
し
て
い
る
三
井
東
圧
化
学
の
前

身
）
の
周
辺
の
住
宅
街
に
患
者
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
。 

て
い
考
え
ら
れ
な
い
」
と
原
因
を
推
論
し
た
。
こ
の
た
め
大
牟
田
市
の
当
時
の
水
道
課
長
、
塚
本
久
光
氏
は

引
責
辞
職
を
し
い
ら
れ
た
。 

以
上
か
ら
水
源
汚
染
説
に
は
今
で
も
疑
問
を
も
つ
人
々
が
多
い
。
塚
本
課
長
の
当
時
の
メ
モ
に
よ
れ
ば
、

「
真
相
は
赤
痢
爆
弾
の
爆
発
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
」
と
疑
問
を
な
げ
か
け
て
い
る
。 

塚
本
メ
モ
は
憲
兵
隊
や
陸
軍
小
倉
工

廠
し
よ
う

の
情
報
と
し
て
、
九
月
二
十
二
日
、
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
三 

二
三 

 



 

以
上
の
事
実
は
細
菌
戦
用
と
し
て
す
で
に
赤
痢
菌
弾
が
日
本
で
製
造
さ
れ
て
日
支
事
変
で
使
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
立
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
細
菌
研
究
部
隊
第
七
三
一
石
井
部
隊
の
活
動
と
い
い
、
Ｃ
（
化
学
）
兵
器
開
発

の
元
祖
は
ド
イ
ツ
で
あ
る
が
、
Ｂ
（
細
菌
、
生
物
）
兵
器
開
発
の
元
祖
は
日
本
で
あ
つ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
こ
の
大
牟
田
市
に
お
け
る
集
団
赤
痢
発
生
事
件
と
、
こ
の
園
田
、
時
岡
研
究
論
文
と
は
果
た
し
て
無
縁
の

も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

日
間
に
三
井
三
池
染
料
の
秘
密
工
場
、
Ｎ
工
場
（
硫
化
染
料
工
場
）
で
爆
発
事
故
が
お
こ
つ
て
お
り
、
負
傷
者

は
羽
犬
塚
伝
染
病
院
に
運
ば
れ
た
ら
し
い
こ
と
を
指
摘
し
、
メ
モ
用
紙
の
余
白
に
は
「
特
に
秘
」
と
記
入
し

て
「
十
月
二
十
五
日
、
憲
兵
ノ
言
ニ
ヨ
レ
バ
、
赤
痢
菌
弾
ヲ
三
井
染
料
工
業
所
ニ
オ
イ
テ
、
目
下
、
海
軍
関

係
八
割
、
陸
軍
二
割
、
製
作
シ
ツ
ツ
ア
リ
。
戦
地
ニ
使
用
中
ナ
ル
コ
ト
。
ナ
オ
赤
痢
菌
弾
ノ
件
ハ
小
倉
工
廠

調
査
ノ
結
果
ナ
ル
旨
聴
取
セ
リ
」（
メ
モ
原
文
の
ま
ま
）
と
添
え
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
彼
の
疑
惑
の
目
が
こ

こ
に
む
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

二
四 

 



 

        

ま
た
後
で
取
上
げ
る
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
お
け
る
公
害
調
査
に
名
を
か
り
た
自
衛
隊
の
大
気
汚
染
調
査
訓
練
と

あ
わ
せ
考
え
る
と
き
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
敵
に
向
か
つ
て
赤
痢
菌
を
撒
布
し
た
地
区
に
侵
攻
す
る
作
戦
の
た
め

の
研
究
で
は
な
い
と
断
言
で
き
る
反
証
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。 

二
五 

 



 

           

二
六 

 



 

一 

エ
ロ
ゾ
ル
散
布
に
よ
る
Ｃ
Ｂ
作
戦
と
ス
モ
ッ
グ
の
大
気
汚
染
研
究
方
法
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
。 

別
紙

（二） エ
ロ
ゾ
ル
散
布
を
主
体
に
し
た
化
学
、
細
菌
戦
の
研
究
、
演
習
は
、
最
近
方
々
で
問
題
に
な
り
は
じ
め
た
ス

モ
ッ
グ
に
関
す
る
研
究
と
結
び
つ
く
可
能
性
は
十
分
で
あ
る
。 

ス
モ
ッ
グ
が
ど
う
い
う
気
象
条
件
の
な
か
で
生
れ
た
か
、
そ
の
発
生
を
防
ぐ
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
と

い
う
研
究
が
、
毒
ガ
ス
、
毒
薬
或
は
病
源
体
を
ば
ら
ま
い
た
場
合
、
ど
う
す
れ
ば
、
こ
れ
が
こ
ま
か
い
霧
状
で

長
時
間
、
目
的
地
域
の
上
に
と
ど
ま
り
、
よ
り
効
果
的
に
兵
器
と
し
て
の
威
力
を
発
揮
す
る
か
と
い
う
方
法
の

開
発
に
そ
の
ま
ま
役
立
つ
の
で
あ
る
。 

穀
物
の
よ
り
豊
か
な
「
み
の
り
」
を
こ
い
ね
が
つ
て
お
こ
な
つ
た
除
草
剤
、
殺
虫
剤
の
研
究
が
、
ま
た
人
々
を 

「
自
衛
隊
は
公
害
調
査
に
名
を
か
り
、
化
学
・
細
菌
戦
の
実
験
、
演
習
を
行
な
つ
て
い
る
の
で
は 

な
い
か
」 

二
七 

 



 

二 

陸
上
自
衛
隊
機
関
紙
「
朝
雲
」
七
月
三
日
付
に
よ
れ
ば
、
山
口
県
の
瀬
戸
内
海
を
中
心
と
し
た
宇
部
、
小
野
田

地
区
（
昭
四
三
年
九
月
～
四
四
年
三
月
）
、
岩
国
、
大
竹
地
区
（
昭
四
四
年
六
月
～
四
五
年
三
月
）
、
徳
山
、
南
陽 

伝
染
病
か
ら
救
う
た
め
に
お
こ
な
つ
た
微
生
物
の
研
究
が
、
い
つ
の
間
に
か
毒
薬
、
毒
ガ
ス
な
ど
の
化
学
兵 

 

器
、
病
源
体
を
ば
ら
ま
く
生
物
兵
器
に
そ
つ
く
り
利
用
さ
れ
、
人
殺
し
の
兇
器
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
わ
た
く
し
た
ち
の
ご
く
身
近
か
に
あ
る
研
究
や
産
業
、
人
間
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
た
め
の
研
究
や
産
業
が
、

「
み
な
殺
し
兵
器
」
の
研
究
開
発
、
製
造
と
は
紙
一
重
の
隣
り
合
わ
せ
の
関
係
、
う
ら
お
も
て
の
関
係
に
あ
る
と

い
う
事
実
を
わ
た
く
し
た
ち
は
は
つ
き
り
と
認
識
し
、
問
題
が
ア
イ
マ
イ
に
な
り
易
い
だ
け
に
厳
重
な
監
視
と

観
察
が
必
要
な
の
で
あ
る
。 

こ
こ
に
実
例
と
し
て
あ
げ
る
通
産
省
が
最
近
行
な
つ
て
い
る
一
連
の
公
害
調
査
も
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、

公
害
調
査
に
名
を
か
り
た
自
衛
隊
の
化
学
、
細
菌
戦
実
験
、
演
習
と
み
な
さ
ざ
る
を
え
な
い
。 

Ｃ
Ｂ
兵
器
と
は
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
種
類
の
恐
る
べ
き
兵
器
で
あ
る
。 

二
八 

 



 

と
く
に
「
適
度
の
湿
気
」
を
有
す
る
気
象
条
件
（
梅
雨
時
期
が
最
適
）
を
え
ら
び
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
と
収
集
を
容

易
に
す
る
た
め
、
紫
外
線
の
も
と
で
螢
光
を
発
す
る
性
質
を
も
つ
直
径
二
ミ
ク
ロ
ン
の
亜
鉛
化
カ
ド
ミ
ユ
ム
の

粒
子
（
エ
ア
ー
ト
レ
ー
サ
）
を
発
射
し
て
い
る
こ
と
は
、
Ｃ
Ｂ
兵
器
、
と
く
に
Ｂ
（
細
菌
）
兵
器
の
発
射
、
及
び
汚

染
区
域
の
実
験
、
訓
練
特
有
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。 

地
区
（
昭
四
四
年
六
月
～
四
五
年
三
月
）
六
箇
所
の
通
産
省
に
よ
る
産
業
公
害
綜
合
事
前
調
査
に
陸
上
自
衛
隊
十

七
普
通
科
（
歩
兵
）
連
隊
が
全
面
協
力
を
し
、
調
査
要
領
と
し
て
は
、
け
い
光
粒
子
「
エ
ア
ー
ト
レ
ー
サ
」
の
拡
散

状
況
を
、
一
・
五
キ
ロ
、
三
キ
ロ
、
五
キ
ロ
、
七
・
五
キ
ロ
の
地
上
四
地
区
四
〇
箇
所
に
設
置
さ
れ
た
捕
集
器

と
、
高
さ
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
ま
で
あ
げ
た
気
球
の
捕
集
器
で
捕
え
、
汚
染
分
布
の
基
礎
資
料
に
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
少
し
で
も
軍
事
知
識
の
あ
る
も
の
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
調
査
が
明
ら
か
に
自
衛
隊
の
化
学
、
細
菌

Ｃ
Ｂ
作
戦
の
攻
撃
、
及
び
防
護
訓
練
で
あ
る
こ
と
が
分
る
で
あ
ろ
う
。 

二
九 

 



 

三 

生
物
兵
器
の
攻
撃
方
法
は
、
兵
器
の
技
術
開
発
の
中
で
も
一
番
秘
密
が
守
ら
れ
、
攻
撃
目
標
も
、
人
間
、
動

物
、
植
物
な
ど
多
様
で
あ
る
。
使
用
さ
れ
る
細
菌
も
多
種
多
様
で
あ
る
。 

   

こ
の
こ
と
は
米
陸
軍
生
物
戦
争
研
究
所
顧
問
リ
ロ
イ
・
Ｄ
・
フ
オ
ー
ス
ギ
ル
氏
の
「
生
物
兵
器
」
に
関
す
る
発

表
を
読
め
ば
、
全
く
同
じ
方
法
で
「
炭
疽
菌
（
無
害
化
さ
れ
た
も
の
）
」
及
び
「
直
径
二
ミ
ク
ロ
ン
の
亜
鉛
化
カ
ド

ミ
ユ
ム
の
粒
子
」
の
風
下
汚
染
地
域
の
実
験
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。 

ま
た
前
掲
「
化
学
学
校
記
事
」
第
十
一
号
掲
載
「
新
し
い
化
学
剤
及
び
生
物
剤
の
用
法
」
（
阿
達
憲
、
三
佐
）
で
は

Ｇ
剤
（
神
経
性
ガ
ス
）
風
下
危
険
見
積
（
友
軍
の
攻
撃
に
よ
る
Ｇ
Ｂ
（
神
経
性
ガ
ス
）
危
険
）
の
算
定
法
を
説
明
し
て

い
る
が
、
や
は
り
同
じ
方
法
で
あ
る
。
（
左
図
参
照
） 

三
〇 

 



 

 

三
一 

四 
問
題
点
―
質
問
事
項 

1 
山
口
県
の
公
害
事
前
調
査
の
プ
ラ
ン
メ
ー
カ
ー
は
誰
か
、
調
査
責
任
者
は
誰
か
。 

2 

自
衛
隊
の
協
力
理
由
は
何
か
。 

3 

協
力
部
隊
の
編
成
、
指
揮
系
統
を
明
ら
か
に
せ
よ
。 

4 

エ
ア
ー
ト
レ
ー
サ
の
種
類
、
成
分
を
明
ら
か
に
せ
よ
。 

5 

三
次
防
で
創
設
予
定
の
化
学
隊
の
全
貌
を
明
ら
か
に
せ
よ
。 

右
質
問
す
る
。 


